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原 著

肺 結 核 患 者 の血 液 単 球 に就 いて

第1篇

名古屋大学医学部内科第一講座(主 任 日比野進)

太 田 哲 司

(昭和28年8月18日 受付)

第1章 緒 冨

白血球反応の現象は肺結核症における血球反応の主体

をなすものである｡す なわち多 くの学者により,肺 結核

症においてはその経過 に従 つ て白血球 ・淋巴球｡好 酸

球 ・好中球の増減が概ね一定の法則の下に出現,推 移す

るものである事が指摘されておる｡併 し単球に関 しては

必ず しもその説が一定 しない｡

)結核症において単球の存在に特にその注意を向けて研

究 したのはSabin等 である｡氏 により結核結節におけ

る上皮細胞及びラ氏型巨細胞が単球に関係あることが指

摘されたo更 に実験的結核感染家兎の感染後に血液単球

の著明な変化を認め7血 液細胞申結核菌により最 も影響

を受けるものは単球であるといつた｡Pittaluga及 び

GariaはBCG接 種後の血液像を検査して接種後6目

目に単球の増加を認めているoFiRnerに よれば単球の

増加度は病症の程度 と平行するとい う｡Naegeliは 肺結

核においては単球の増加を認めるが予後判定には有効の

ものでないとした｡最 近天野は結核菌類脂体の投与で単

球反応を認めそれが類上皮細胞 となり更にラ氏型巨細胞

に化して行 く事を認めている｡ま た大野 ・青出等は結核

感染海狸の所見において,結 核菌が血液単球内で活濃に

増殖し,ま たこの単球の死減により各臓器に病巣が転移

し得るとい う｡そ の他本邦においては,永 井 ・楢井 ・小

出 ・倉金 ・紺田｡大 関｡農 野｡早 川 ・足立 ・木村 ・葛西

等は結核と単球 との間の関係に就いては検討を行つてい

るが単球の質的の変動に関しては触れる所が 殆 ん どな

い｡か くの如 く肺結核症と密接なる関係を有する血液単

球を単に数量のみならず,更 に質的に観察することは肺

結核症 を正 しく把握する上に頗 る興味深き所 である｡

'"一 第2章 実 験 方 法

血液採取には朝食前空腹時に耳朶において行い,可 及

的に薄 く塗抹標本を作製し速かに乾燥 しメイ｡グ リユン

ワル ド氏液にて3分 聞固定染色後PII6.5緩 衝液にて百

倍に稀釈せるギームザ氏液にて約10時 間の長時間染色

し,ついで蒸溜水(PH6・5に 修正)に て軽 く洗灘する｡

次 いで一定の光源ランプを使用 して観察する｡標 本は

平等に且つ細胞の個々に分離 している部分を撰んで観察

する｡単 球面積値は言ず上質のケン ト紙上にアツベ氏描

画器にて投影各症例百側ずつ描画,各 々を鋏にて切 り,

これを化学天秤にて正確にその重量を測定し,次 いで接

物 ミクロメトリーにより同様の条件にて2500y.2の 面積

をケント紙上に描画 し,この重量を測定,単 位面積の重量

を求めこれ より換算 して各単球の胞体及び核面積値を求

め μ2にて表わした◇かくして百飼の単球面積の算術平

均を出し,偏 差域を観察し且つ胞体面積は20μ2核 面積

は101L2を 一階としてこれを赤血球直径のプライス｡ジ

ヨーンス氏曲線に準 じて面積分布曲線を描出する｡更 に

次式により核胞体指数を求めて観察 した｡

(核胞体指数)=(核 面積)÷(胞 体面積)x100

更 に観察単球一個一飼 に つ き核形｡胞 体塩基性染色

度｡穎 粒｡空 胞等につき観察した｡

す なわち核形については円形・楕円形・馬蹄形 ・分葉形

に分類し,こ れを1型 ・巫型 ・斑型 ・W型 とし,更 に二

核をV型 とした夢塩基性染画度については これ を青白

色 ・青灰白色 ・淡青白色 として染色度の濃いものよりこ

れを塩基性染色度1豆 麗として記載した｡空 胞について

は,胞 体申不染色空胞を有する細胞を各例にお い て 数

え,こ れを各症例毎に%で 表わした｡胞 体の穎粒も同様

にしてこれを%で 表わ した｡な お本研究において,穎 粒

として取上げたものは単球に普通見られる微細な願粒で

な くして,比 較的粗大な濃染する穎粒である｡

第3章 実 験 例

肺結核症例及び対照例について(窮1表)

被検者は肺結核患者にして,こ れを発熱状態｡X線 所

見 ・赤血球沈降速度 ・臨床所見｡予 後等により軽症 ・中

等症｡重 症及び死亡前1カ 月以内の症例(死 亡例 と呼

ぶ)に 分けて観察した◎なお対照として健康者でツベル

クリン反応陰性者或いは陽転後2力 年以上を経過したも

の5名 に就いて観察した｡

患者の主要症状及び一般並腋 像(単 球は後述するをも

つてここでは省略する)に ついては第1表 の如 し｡

第4章 成 績(第2,3,4表)
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第1表 健 康 例
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0～12%で5例 平均5.2%,軽 症例

7で4～13%平 均6.6%,中 等症例て
5

121～19%平 均7・6%で 僅 かに増加の

}≦ 髄 を認めるにすぎないが海 症脅旺
11・6で10～21%で 平 均19.2%で 著 明 の増

716加 を 認 め る｡死 亡例 で0～g%平 均

1§ 釜14・8%で あつ晒 び糊 磁 少を認
921め る｡厨 型 で は健 康 例 で19～44%,

1313

…8ρ ・・8平 均30・8%海 翻 で21～35%勅

28.4%,中 等 症 例23～35%平 均29｡8
23

21%で 殆 ん ど変 化 な く,重 症 例 で は

3233～46%平 均37 ・8%と 増 加 を認 め20

30る｡死 亡 例 で は で27～41%平 均32.8

%で,重 症 例 よ り稽 々減 少 の傾 向 を

22認 め るo第W型 で は健 康 例(62.2%)

30

26軽 症 例(63｡6%)中 等 症 例(61・4%)

墾 死亡例(6・ ・2%)共 に殆んど変イヒな
23・6く ,重 症例において32～51%平 均

41.6%と 著 明の減少を認める｡す な

わち重症例において著明の核左方移

動を認める｡而 して死亡例において

は再び右方移動の態度をとる｡

増加を認めるものがあるo重 症例では百分率(7.2%～

16・1%)に おいてもその実数(851～2034)に おいても増

加の傾向がある｡

死亡例においては百分率(4.8%～11｡2%)の 比較的減

少を認め白血球数の増加と共 に実数の増加は認めないか

時には稻々減少の傾きをとる｡す なわち単球は軽症より

重症に行 くに従つて増加 し死亡前において停滞又は逆に

減少の傾向を示す｡す なわち本症に対 して生体がよく反

応を呈する開は最もよく増加し,更 に病症増悪し一般状

態の衰弱が加わ り反応力の消失 と共にその減少を来たす

と考えられる｡

∬ 淋巴球対単球比(LIM)

軽症 例では4・3～6・8平均5・4で 健康者(5.0～7.3平

均6｡4)に 比 して少しく滋少の傾向を認める｡中 等症例

で5例 中4例 は1・6～4・0で あつて1例 のみ5.2を 示 し

その平均2.3で 著 明の減少を認めるc重 症例では各例共

に2.0以 下 であつて平均1.4で 更に著明の減少を認め

る｡死 亡例では最高1.6で あつて各例共に重症よりも更

に減少の傾向を認める｡す なわちL/M値 は軽症より重

症更に死亡へと減少の傾向を認める｡

紐 核 形

1型 は健康例において0%～2%軽 症鋼で0～4%,

IV形 質塩基性染色度

健康例と軽症例と中等症例では殆んどその差異を認め

ない◎すなわち1は12%内 外,∬ は70%内 外,班 は17

%内 外 である｡重 症例においては1は3～28%で 平均16

%で 増加の傾向を認める｡特 に症例 月IV,V,は20%以

上 であつた｡llC±SO%内 外 で前者に比して減少し,贋 は

2例 において50%以 上 であり,他 の3例 も17～28%で 表、

り増加を示し平均34.6%に してその増加の度の著明なる

を認める◎

死亡例では1は20%内 外,[IIは60%内 外,盟 は20%を

超 している｡す なわち百分率において,重 症例｡死 亡例

では1及 び紐の増加を認め且つ死亡例では重症例に比し

て盟の減少を認めた¢

V胞 体内空胞及び穎粒

空胞は健康飼においては2～6%出 現 す るの を認め

た｡旦 つ健康例では空胞は比較的小さいものが多く数 も

1～2飼 のものが大多数を占めた｡軽 症例では7～8%

であつて健康例より多い｡中 等症例では8～17%て 軽症

例とその数は殆んど変らないが,然 しその空胞の大きさ

及び一単球内の空胞の数は軽症例に此 して大且つ多数で

あつた｡重 症例では15～24%で その出現率 も中等症側よ

り遙かに多 く且つ叉空胞 も廻に人であつた｡死 亡例につ

いては14～16%で 重症例 よりぜ.出現率小である｡

一 一一3-一 一
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単球内の異常穎粒に就いては,健 康例で5～14%,軽

症 例では13～28%て 明らかに増加の傾向を来たす｡申 等

症例では21～30%で あ り,更 に増加の傾向を認める｡重

症例では14～30%,死 亡例では20～33%で あ り中等症例

と数は殆んど同じであるが一方に一単球内の穎粒数は明

らかに増加しているものを多数認めた｡本 願粒は本症の

病的状態に軽症 ・申等症においてすでによく反応して速

かに増加を示すが重症｡死 亡例においては穎粒を有する

単球の数には変化がなく,む しろ願粒の性質,す なわち

大きく且つ願粒数の増加があるノ

II胞 体面積

健康例ではその平均面積M±m=215.12±1.20(の で

あ り,そ の分布曲線の頂点は210μ2の 位置にある｡5

例の平均偏差域は133P2で ある｡軽 症例では平均面積

M±m=224・08±1・19〆 で,・・その曲線頂点は5例 中いず

れも230〆 の位置にあり,そ の平均偏差域は136y・2で健

康例より大であるΦ而 して両例の平均面積を比較するに

明らかに軽症例は健康例より有惹の差にて大である｡次

に申等症例ではその平均面積M±m=224｡24士1.3馳2で

あ り,軽 症例と殆んど差異はない◎5例 の平均偏差域は

148y2で 軽症例より大である｡そ の曲線の頂点は1例 は

250μ2に あるも他は凡て230〆 の位置にあり,軽 症例 と

の闘に有意の差異を見出すことは出来ない｡た だ全体と

して稽 々大 となる傾向を認めるのみである◎重症例にお

いてはその平均面積M±m=232・80±1.36〆 であ り,中

等症例と比較するに明らかに有意の差 を もつ て大であ

る｡ま た重症例の平均偏差域は150〆 で比較的大である

が,そ の曲線の頂点は230〆 の位置にある｡死 亡例では

その平均面積M±m=215.84±1.27y・2で あり,こ れを健

康例の平均面積 と比較するに殆んどその差異を見ること

が出来ない｡平 均偏差域は135〆 で比較的小である｡そ

の曲線の頂点は1例 を除いていずれも210〆 の位置にあ

るo

以 上の如く軽症例 ・中等症例では明らかに有意の差に

て健康例より大であつて,更 に重症例では申等症例とは

有意の差を以つて一層大である｡逆 に死亡例においては

1例 を除いて他は全て平均面積は小であ り,全 例の平均

面積は健康例と殆痴ど同様の値を示している｡面 積分布

曲線については健康例より重症例へと症状の進むに従つ

てその頂点は右方移動を認め・死亡例では逆に左方移動
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を認める｡偏 差域も同様に健康例へと大 となり死亡例で

は再び小となる傾向がある(第1図)｡

第1図 各症例群単球面積(胞体)平 均値曲線
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㎎ 核 面 積

健 康 例 で は 核平 均 面 積M±m=99・20±0・54μ2で,平 均

偏 差域 は51μ2で あ る｡軽 症 例 で は そ の平 均 面 積M±m

=99・20±0・57P2で あつ て平 均 偏 差域55・2〆 であ り,健

康 例 と比 較 す るに全 くそ の差 を 見 出 す こ とは 出来 な い｡

た だ 偏 差域 が 少 し く大 に な る傾 向を 認 め るのみ で あ る｡

中等 症 例 で は平 均 面 積M±i}}=101・54±0・64匪 で 平均 偏

差域64・8鴎 重症例では平均面積M±m=101.38±0.64好

であり,中等症・重痺ともに健康例との聞に有意の差を認

められない｡死 亡例では平均面積M±=m=98.68±O.55

で健康例と殆んどその差を認められないが,僅 かに中等

症例及び重症例 との問に有意の差を認める｡す なわち核

面積は死亡例において最も小となる傾向を見る｡

田 核胞体面穣指数

健康例ではM± 腿=46・30±0・26で あ り,軽 症例では

M±m=44.25±o.27で 明 らかに有意の差にて小である｡

中等症例ではM±m=44・44±0・27で 軽症例 とは有意の

差を認めないが,健 康例より小である｡次 に重症例では

M±m=43.29±G・26で 申等症例と比較するに有意の差に

て小である｡次 に死亡例ではiM±m=45.45±O.23で 健

康例と殆んどその差を認めないoす なわち核胞体指数は

健康例より重症例に進むに従つて小とな り死亡例におい

て逆に大となる｡す なわち単球面積の増大は主に原形質

の増大によるものであることが解る｡

第5章 総括及び考按

肺結核症の血液学的研究中単球に関して既に多 くの研

究あるも,そ の質的研究を行いたるもの少な くまたその

業績蓼々たるものである｡私 は肺結核症を軽症 ・中等

一5一
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症 ・重症及び死亡例に分け血液単球殊にその質的変化に

ついて観察 した｡

単球百分率及び同実数は軽症例では殆んど健康例 と差

異を認めず,中 等症例において百分率及び実数共に著明

の増大を認め,そ の実数5例 平均値は健康例の2倍 以上

であつた｡重 症例では申等症例に比し百分率実数 ともに

増加の傾向を認めた｡死 亡例では白血球総数が電症例よ

り増加するも,百 分率の減少を認め実数はこれに伴い増

加 しない◇すなわち単球は本症においては軽症より申等

症｡重 症へと症状の進むに従つて増加 し,死 亡前におい

て停滞の傾向を認めることが出来た｡

淋巴球対単球比は健康例において平均6・4を 示し,軽

症例において平均5・4と 少しく減少の傾向を認める｡中

等症例では平均2、3で あつて著明の減少を認め,重 症例

及び死亡例では夫々1.6,1.4と な り更に著明の減少を

認めたことは木村の指摘する如 くである｡

核形は1型 においては全例共に0～2%内 外,lll型 は

健康例0～12%,軽 症 例4～13%,中 等症例1～19%で

あ るが,重 症例ては10～33%で 平均19・2%と 著明の増加

を認めた｡死 亡例では0～9%て 平均4・8%で あつて著

明な汲少傾向を認めた｡紐 型は健康例 ・軽症例 ・中等症

例典に30%内 外で著明の変化なく,重 症例において33～

46%,平 均37.8%と 増 加を認め,死 亡例ては再び20%前

後 に減少 した｡第IV型 では電症例を除き各例共に60%を

麹 し,垂 症例において40%内 外 で他例に比 し減少を認め

ることが出来る｡す なわち重症例において核左方移動,

死亡例において核右方移動を認めた｡

形質塩基性染色度は軽症例及び中等症例では健康例 と

殆んど差異を認めず,112%内 外,E70%内 外,皿17%

内外である｡然 るに重症例では,1は 平均16・0%で 増加

の傾向を認め,五 は50%内 外 で減少し,麗 はその平均

34.6%と 著 明に増加 している｡死 亡例では120%内 外,

丑60%内 外,盤20%を 超 している｡故 に単球形質塩基性

染色度は重症例｡死 亡例においては,染 色度強きものと

染色度低きものとが相当の増加を認めると共に,重 症例

と死亡例 とを比するに,死 亡例においては重症例よりも

斑の減少を認めた◎

胞体内空胞は健康例においては平均3%内 外の出現率

であつた｡軽 症例及び申等症例では平均12%内 外 であ

り,重 症例では平均20%内 外,死 亡例で平均15%内 外 で

あつて,健 康例より重症例へと出現率大 となり,死 亡例

において逆に出現率小とな り,な お単球空胞の大きさ及

び数は重症例及び死亡例において特に著明に大且つ多で

あつた｡太 田は死亡前特に高率であると指摘 してい る

が,私 の場合にはむしろ逆に減少している｡

胞 体内穎粒け健康例では,そ の出現率は平均10%内

外,軽 症例て20%内 外 で著明の増加を認めた｡中 等症

例｡重 症例 ・死亡例において,23.6～27%で あつて沓例

共に健康例よりも著明の増加を認めることが出来たo且

つ,病 症重篤に赴 くにつれて穎粒は大且つ多 くなつてい

つたo

胞体面積は健康例では,そ の平均面積M±m=215・12

±1.20P2,軽 症例平均面積M土m=224・08±1・19鴎 申等

症例平均面積M±m=224.24±1.35y2,重 症 例平均面積M

±m罵232.80±1.36y.2で あつて,軽症例｡中等症例は健康

例に比 して明らかに有意の差にて大であ り,重 症例では

明らかに有意の差にて中等症例よりも大である｡更 に死

亡例においては平均面積M±m=215・84±1・27ge2で あ り,

重症例に比 し著明の減少を認めた｡軽 症・中等症｡重症例

においては面積曲線は健康例に比してその頂点の位置の

移動 と共に,全 体に著明な右方移動を認めることが出来

る｡更 に死亡例においては,逆 に各症例に比して左方移

動を認めた◎平均偏差域は健康例133〆,軽 症例13伽2,

中等症例148y2,重 症例150好 であつて面積値同様に症

状の軽重に比例 して大となり,逆 に死亡例では135y2で

小 であつた｡

核面積は健康例平均面積M士m=99.20±O.54y2,軽

症 例平均面積M土m二99.20±0.57〆,申 等症例M± 搬=

101.54±0.67〆,重 症例平均面積M±n1=101・38±0・64

y2,死 亡例平均面積M±m二98・68±0・55〆 であつて各

症例共に殆んどその差異を見出す ことは出来ず,た だ中

等症例及び重症例と死亡例との間に僅かに有意の差を認

めるのみである｡す なわち死亡例においては核の縮小が

認められる｡偏 差域は健康例51μ2,軽 症例55.1μ2,中 等

症例64.8y・2,重 症 例67y2,死 亡例61y.2で あつてその

変化もまた比較的小である｡

核胞体面積指数は健康例M±m=46・30±0・26,軽 症例

M±m=44.25±0.27,申 等症例M±m=44.44±0｡27,

重症例M±m=43.29±0・27で あつて,健 康例より次第

に小となる傾向を認め,逆 に死亡例ではM±m=45.45

±0・23で 大 となる｡

肺結核症における単球の反応は極めて鋭敏であつて,

すなわち軽症例において既に健康例に比 して差異を認

め,更 に病変の進行 と平行 して単球増多症を示すばかり

でな く,特 異の質的変化,す なわち単球面積の増大と共

に核形 ・形質塩基性染色度 ・胞体内空胞及び穎粒等にも

変化を認め,特 に重症例の患者においては単球は大形に

傾き,核 形は左方推移し,一 般に単球数の増加 と共に単

球の増生の旺盛なるのを認めると共に一方においては染

色度低 く,空 胞を胞体に認むる単球多数出現しているの

を識つた｡逆 に死亡1カ 月以内の症例において,病 症の

更に悪化と共に造血器の廃頽により単球の増生は次第に

抑圧され,単 球は小 となり,核形右方推移を示し,核 も縮

小し,一 方において空胞を有する単球,染 色度淡なる単

球がその百分率を減少 してくるのであつて,こ のことは

病症の激しさによりこれらの変性に傾いておると考えら
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れる単球の破壊の急激なることを示 していると考えられ

る｡こ のことは第5表 においても認められる｡

すなわち第5表 は,重 症例と死亡例の全有空胞単球を

とり出し,そ の単球 と形質塩基性染色度 とを対照してみ

た表である｡す なわち死亡例において有空胞単球の減少

は,主 に染色度低き単球の減少によるものであることが

知られる◎

また穎粒は中等症例にてすでにかなり多 くの出現率を

認め病症に対 してよく反応するものであり,死 亡例にお

いてもその数を減少しないo

第5表

1症響 離1
単

球

有
空
胞

五 班

重 症 例17%i49%ca%

死 亡 刎5%{67%i28%

第6章 結 論

私は健康 ・軽症 ・中等症 ・重症｡死 亡前1カ 月以内の

斎例につき,血 液単球を観察 して次の如き結果を得た｡

1)単 球数については,軽 症 より申等症 ・重症へと症状

の進むにつれて増加し,死 亡前においては,停 滞の傾向

をみとめることが出来た｡

2)淋 巴球対単球比ぱ健康例平均6・4,軽 症 例平均5.4,

中等症例平均2,3,重 症例平均1・6,死 亡例平均1.4

と健 康例より死亡例へと著減の傾向を認めた｡

、3)核 形 については重症例において核左方移動を認め,
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死亡前では再び右方移動を示したs

4)形 質塩基性染色度は死亡例においては,軽 症例 ・中

等症例に比 し染色度強き単球 と,低 き単球が増加する傾

向を認め,死 亡例においては重症例に比 して染色度の低
蒙

ぎ単球が減少を示 した｡

5)胞 体 内空胞出現率は重症例ては著明に増加 し,死 亡

例では逆に減少する｡

穎粒出現率は,本ゴ滋こおいては,いずれの症例も出現率

大を示した｡な お空胞 ・穎粒共に重症例及び死亡例にお

いては,大 きさ或いは～単球内における数を増加 した｡

6)胞 体面積は健康例(M±m=215・12±1・20y2)に 比

し,軽 症例(M±m=224.os±1｡19の は大とな り,中

等症例(M±m=224.24±1｡35y・2)は 軽症例と差異を認

めず,重 症例(M±m=232・80±1・361i2)は 更 に大とな

り,死 亡例(M± 恥=215.84±1｡27の では逆に小 とな

る0

7)核 面積は全例共に平均面積は略 ζ100y.2内 外 てあ り

死亡例において稽 ζ小となる傾向があつた｡核 胞体指数

は健康例より重症例へと小とな り,逆 に死亡例て大とな

つた｡こ れは形質が単球面積増大の主体をなすことを示

す ものである¢

8)一 般に肺結核症においては重症となるに従い単球の

増生が旺盛 となるに平行して一方において変性に向う単

球 も増加するが更に病症が激 しくな り,死 亡前に至ると

造通!器が廃頽に傾き病症に応 じた単球の増生が認められ

ず,且 つ一方に変性単球の急激な破壊が考えられる｡

(文献は第2篇 末昆に一括する)
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